
健常人だけでなく、睡眠障害を持つ患者に対して
も、睡眠・覚醒判定結果の信頼性がある。

ただし、OSAS重症患者への使用には注意が必要。

＜疾患別＞

体幹の動きである“腰の活動量”を利用した睡眠・覚醒判定
アルゴリズムを開発した。健常人では、PSG視察判定との一
致率が８６．９％であり、信頼性を確保したと考えられた。

(Enomoto M. et al. Sleep and Biol. Rhythms 2009; 7: 17-22)

今回は、睡眠障害を持つ患者に対しての信頼性を調査し、ア
ルゴリズムの臨床における実用性について考察した。

背景と目的

腰の活動量を利用した睡眠・覚醒判定の信頼性
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睡眠・覚醒判定の方法

考察

視察判定との比較
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～OSASとうつ病患者による検討～

睡眠時の活動量上昇の理由
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約8割のデータにて

睡眠効率が
±20%以内で一致している

加齢による差は認められない
(Kruskal-Wallis test [4群 , p<0.01]による )OSAS

一致率の平均は
80.3±15.7％

ほとんどの疾患で、一致は80％程度である。
ただし、OSAS中～重度の患者では一致が下がる。

行動計（ライ フコーダ）

スズケン社製

活動量により睡眠-覚醒判定 [ SleepSignAct (KISSEI COMTEC) ]

腰に装着し、
就寝する

被験者180名 （ M：117 F：63名, 平均年齢：42.4 [13～83]歳 ）
全215夜 （ 患者：153  健常者：62夜 ）

平均値

脳波・筋電・眼球運動の
終夜睡眠ポリグラフを

同時収録

20sec Epochで
R&Kを基準に視察判定

2min(6エポック)毎に、
睡眠/覚醒判定へ多数決で丸める

2min毎の活動量（黒棒）

↓
健常者31名のデータより導いた

左下式に当てはめる（青線）

↓
z ＜1 (橙線)であれば睡眠判定（水色領域）
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一致率と睡眠効率を算出した。

腹部の小さいが急激な動きに対して、
行動計の加速度センサが反応している

サンプリング256Hzで収録可能な加速度センサを腹部に貼り付け、行動計と同時計測を行った。

睡眠障害を持つ患者に対して、睡眠・覚醒判定結

果の信頼性があると考えられる。

主観評価等による事前情報に注意する必要があると思われる。

ただし、OSAS重症患者の場合･･･
重症度が改善することで一致率は回復する

重度（AHI=56.3）
一致率＝44.0%

治療後（AHI=0.7）
一致率＝95.7%

CPAPにてにてにてにて改善改善改善改善
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z = 0.635x4分前 + 0.427x2分前+ 0.701x今のエポ ック + 0.805x2分後 + 0.718x4分後

n = 153（患者のみ）
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加速度センサ
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n=215 （健常者+患者含む）
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